林芙美子「稲妻」考証二題 by 森 英一
林芙美子の「稲妻」について磯貝英夫は〈連載に精魂を傾けたが、
つ
い
に
力
尽
き
て
、
予
定
よ
り
も
早
く
、
九
月
ま
で
の
連
載
で
終
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
〉
〈
し
か
し
、
書
か
れ
た
範
囲
で
も
、
室
生
犀
星
の
中
期
作
品
を
思
わ
せ
る
ヘ
カ
感
に
満
ち
た
佳
作
で
あ
る
〉
と
述
べ
て
い
る
（
「
評
伝
」
昭
皿
・
８
『新潮日本文学アルバム弧・林芙美子』新潮社刊）。この記述には
注
釈
が
必
要
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
磯
貝
は
既
知
の
こ
と
と
し
て
省
略
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
ま
ま
の
記
述
で
は
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
〈
九
月
ま
で
の
連
載
〉
分
と
〈
書
か
れ
た
範
囲
〉
と
で
は
テ
ク
ス
ト
が
一
致
しないのである。「稲妻」は雑誌『文芸』の昭和十一年一月号から
九
月
号
ま
で
八
月
号
を
除
い
て
毎
月
掲
載
さ
れ
た
。
仮
に
こ
れ
を
テ
ク
ス
ト
㈹
とする。次に〈書かれた範囲〉のテクストは『林芙美子全集第五巻』
（昭町・４新潮社刊）や新潮文庫『稲妻』（昭配・３刊）等々多種
に及ぶが、その初刊は『純粋小説全集第六巻』（昭、．辺有光社刊）
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
蝶
々
館
」
や
「
青
春
賦
」
等
々
と
一
緒
に
所
収
さ
れ
た
の
である。この初刊本をテクスト⑧と称する。
問題はこの㈹と⑥が一致しない点にある。㈹における九月号分の
終
末
部
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
「母さん、女給は帰へったの？」
「
あ
、
、
女
給
だ
っ
て
情
い
て
飛
び
出
し
ち
ま
ふ
さ
、
さ
つ
き
、
行
李
を
林
芙
美
子
『
稲
妻
』
考
証
二
題
若い男が取りに来たよ．．…・」
お
せ
い
が
水
道
の
水
を
馬
穴
に
汲
ん
で
台
所
の
床
に
撒
い
て
ゐ
る
。
清
子
は
、
熱
気
で
む
う
つ
と
し
た
土
間
に
立
っ
て
、
新
ら
し
い
下
駄
の
さ
き
で
、
皿
の
か
け
ら
や
硝
子
の
か
け
ら
を
、
く
る
ぶ
し
を
回
す
や
う
に
し
て
、
強つく、じゃりつと踏んづけてみた。
（未完）
こ
の
描
写
は
光
子
が
任
せ
ら
れ
て
い
る
神
田
の
カ
フ
ェ
で
縫
子
と
光
子
の
姉
妹
が
大
喧
嘩
を
す
る
そ
の
後
始
末
を
母
が
し
て
い
る
、
そ
こ
へ
末
娘
の
清
子
が
訪れて来たところである。テクスト⑥ではこの箇所に続いて、
「私はねえ、母さん、もう一）んな生き方をしてゐる貴女達つて
き
ら
ひ
よ
．
ｌ
ど
う
し
て
お
母
さ
ん
は
自
分
を
悪
い
女
だ
っ
て
思
は
ないの？」
「
ひ
ど
い
こ
と
を
お
云
ひ
だ
ね
え
…
…
何
が
、
ど
こ
が
、
お
母
さ
ん
が
悪
い
ン
だ
よ
？
皆
を
こ
、
ま
で
育
っ
て
ゆ
く
の
に
、
私
が
ど
ん
な
思
ひ
を
し
た
か
は
知
り
も
し
な
い
で
…
…
お
前
は
私
へ
喰
っ
て
か
、
る
つ
も
り
な
の
かい？」
とある。以下テクスト⑧の約十二％相当分が伽に加わることになる。
話の展開から言うと、清子の自立、綱吉が光子と縫子に続いて清子
にも近づくが拒絶に会う、清子と国宗との淡い恋、将来を考える光
森
英
一
２３
子、というふうに流れて、全てが未解決のままに作品世界は閉じる。
テクスト⑧の最終部はタイトルを象徴する稲妻の描写がみごとである。
豪雨になった。
地の底を破るやうな雨が浦然と屋根をおほひ、硝子戸の隙間
からしぶきになって吹きこんで来る。蚊屋が風の方向へふくら
んでゆく。廊下へ雨漏りがしはじめた。清子は硝子窓の方へ立
って行って、白く降る激しい雨の下の屋根ノーを眺めてゐた。
雨のなかに国宗の家も静かに眠ってゐた。
暗い空に、細い稲妻が一筋二筋一瞬の早さで遠く走ってゐる。
テクスト⑧は林芙美子に関して言えば初めて成功できた長篇小説
と言えるし（小稿「林芙美子『稲妻』の物語構造」昭岡．、『イミ
タチオ』第九号）、板垣直子も同様の評価をしている（『林芙美子
の生涯』昭如・２大和書房刊）。ところが、芙美子自身が「稲妻」
について〈私の一生涯の仕事にしようと思ってか、つた作品である。
文
芸
の
酒
匂
郁
也
さ
ん
が
、
一
年
位
じ
っ
く
り
と
長
篇
を
書
い
て
み
て
は
ど
う
かと相談に来られて、この稲妻は始ったのだ〉〈「文芸に何年もつ
づけたい意欲でとりか、つたのだけれど、途中から力弱くなってし
ま
っ
た
。
Ｘ
末
シ
子
の
清
子
を
ひ
ろ
ひ
あ
げ
て
、
私
は
じ
っ
く
り
と
み
つ
め
た
いと思ひ、本当ならば、大久保に下宿した処から彼女の出発を書き
たかった。不具で私生子ではあるが勝気で美しい、さうした若い女
の生きてゆく道を長篇として描写してみたかったｘ「創作ノート」
昭追・９『林芙美子長篇小説集』中央公論社刊）と語っていて、問
題をややこしくする。自作自解はテクスト読解や研究の良き資料と
なりうるが、時にはそれに惑わされることもある。今の場合、この
自解通りに清子の生き方を中心に展開させるならばテクスト⑧はそ
の序章に相当し、意図したであろう作品からみれば、全く未完とい
うしかない。しかし、前述のようにテクスト⑧はそれ自身で完結し
た作品世界を形成している。作者が当初の執筆意図をいかに語ろう
とも、そしてそれが書かれたテクストの読解に某かのヒントを与え
るにせよ、そのテクストはもはや独立して歩き出してしまうのであ
る。今の場合、テクスト伽にさらに書き加えて⑧を完成させたとい
う事実は、その自作自解の説明いかんにかかわらず、作者は一つの
テクストを送り出してしまった、ということを意味する。
最初に立ち一民る。「稲妻」は磯貝が言うように〈九月までの連載
で終結させてしまった〉のでなく、それにさらに書き足して現行の
テ
ク
ス
ト
が
完
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
さて、問題は一応片付いたものの、より錯綜する。林芙美子の年
譜で最も信頼がおけるもの（今川英子編、『林芙美子全集第十六
巻』昭駆・４文泉堂出版刊）によれば、その昭和十二年の項に〈２
月「稲妻ｌ後章Ｈ１」文学界〉とある。実際『文学界』にあたって
みると確かに該当作が存在する。その内容は前述のテクスト⑧を引
き継いで、家を出た光子が夫・呂平の眠る広徳寺にお参りをしたあ
と、高根沢の家を訪ねる。一方、光子がいなくなったため手薄にな
った神田の店を清子が手伝い始める。ある日、そこへ呂平のかつて
の愛人田村リッがまた金をせびりにやって来る。しばらく行方知れ
ずになっていた縫子の夫・龍吉がひょっこり清子の止宿先に現れる。
以上のような内容で作品は〈つづく〉となっている。
これまで数少ない「稲妻」論においてこの「後章Ｈ」にふれたも
のは見当たらないが、その存在そのものがまず問題にされねばなら
ない。昭和十一一年二月といえば、その前年十一一月十八日に前述テク
２４
スト⑧の「稲妻」を完成させたばかりである。そのあとすぐに「後
章」を構想に基づいて執筆開始したということだろう。その構想内
容
を
推
定
す
る
な
ら
ば
先
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
あ
っ
た
よ
う
に
清
子
の
生
き
て
ゆ
く
道
を
主
に
描
く
こ
と
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
テ
ク
スト⑧において語りが前半では光子、後半では清子に中心をすえて
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
（
前
記
、
小
稿
）
。
つ
ま
り
、
本
来
は
清
子
を
中
心
に
し
て
描
き
た
か
っ
た
の
が
、
と
り
あ
え
ず
は
光
子
と
縫
子
の
生
活
か
ら
書
い
て
み
た
と
い
う
こ
と
だ
。
テクスト⑧による限りでは、さまざまな課題が残っていた。綱吉
の
子
を
身
ご
も
っ
た
縫
子
は
そ
の
子
を
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
綱
吉
は
清
子
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
あ
き
ら
め
な
い
で
い
る
の
か
、
ど
う
な
の
か
、
清
子
と
国
宗
の
仲
は
ど
う
進
展
す
る
の
か
、
満
州
へ
渡
っ
た
嘉
助
は
そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
、
子
供
達
が
次
々
に
離
れ
て
行
っ
て
、
｜
緒
に
皆
と
暮
し
た
い
と
の
夢
を持つおせいはどうなるのか、三姉妹の将来はどうなるのか、等々。
これらの筋書上の一切が稲妻の一瞬の光りと共に消え、後には暗い
空だけが残る。テクスト⑥のラストシーンはそのタイトルにふさわ
し
く
、
こ
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
は
完
結
性
を
具
備
し
た
と
判
断
さ
れ
た。しかし、「後章」がスタートする以上、稲妻の光りによって消え
たはずの未解決事項は再び甦生することになる。その場合当然のこ
と
な
が
ら
、
こ
の
未
解
決
事
項
は
解
決
さ
れ
、
清
子
の
生
き
方
が
中
心
に
な
っ
て描かれることになる。先の「創作ノート」では〈始めから目的を
考へてゐても、その目的がどうにもならない場合がある。たとへば、
あのをとこは好きだと力んでゐてもどうにもならない場合がある。
小説をかたちづくる、小説の中で、作者が云はうとする主流は、始
めから立派に作者の頭でつくられてゐながら、その作品が、案外な
方向に発展してゆく場合もあり得るのだ〉とも述べていた。いわば
清子を中心に書くという当初の目的が書き進めるうちに作品に引き
ず
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
行
か
な
い
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
度
も
言
う
が
、
そ
の
不
本
意
な
が
ら
幕
を
お
ろしたテクストはりつばに完結性を所持していた。おそらく作者も
気づかない作品世界を構築してしまった。
「後章円」の執筆開始はこの当初の目的に立ち返ることであった。
先にみたようにこれは光子が亡夫の眠る寺を訪ねるところから始ま
っ
て
い
る
。
清
子
を
中
心
に
す
る
な
ら
ば
全
二
節
の
う
ち
最
初
の
一
節
は
不
必
要なはずなのに、作者はそうしてしまった。おそらく作者の頭の中
にはそれなりの構想があって、それをふまえてのこういうスタート
だったと思われる。とするならば、この「後章」も相当期間にわた
っての掲載が予想される。
しかし、「後章口」以下は『文学界』はむろん他誌にもどうやら
発表されなかったようだ。現在までのところそれを確認できていな
いからだ。当然のことかも知れないがこの「後章Ｈ」はその後の流
布本「稲妻」に所収されていないし、不完全ではあるが『林芙美子
全集』にも収録されていない。それでは、なぜ、芙美子は口以下を
書かなかったのだろうか。残念ながら、それは不明というしかない。
江種満子は「林芙美子論ｌ『女の日記』『稲妻』の位置Ｉ」（昭
茄・６『日本文学』）において〈途中から力弱くなってしまった〉
（「創作ノート」）原因を推定して〈市井のありふれた女達を追求
する視点に、「『血』と云ふものに性格がある」という視点を交えγ
清子には生れついての疵を宿命的に負わせ、いわば平凡な世界に特
2５
テ
ク
ス
ト
「
稲
妻
」
の
タ
イ
ト
ル
稲
妻
あ
る
い
は
雷
が
テ
ク
ス
ト
内
に
お
い
て重要な要素となっていることは考えてみた（前記、小稿）。とこ
ろで先の「創作ノート」では〈ストリンドベリイの稲妻と云ふ家庭
劇
の
な
か
に
描
写
さ
れ
た
稲
妻
の
景
色
に
私
は
随
分
刺
激
さ
れ
た
〉
と
述
べ
て
あ
り
、
芙
美
子
の
読
書
体
験
が
重
視
さ
れ
る
。
（注）
今、彼女が読んだストリンドベリイ『稲妻』を確認”していないが、
と
り
あ
え
ず
杉
山
誠
訳
本
（
昭
和
・
２
『
世
界
文
学
全
集
、
』
河
出
書
房
刊
）
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。
あ
る
ア
パ
ー
ト
に
一
人
の
退
職
官
吏
が
住
ん
で
い
る
。
十
世
帯
ほ
ど
い
る
そ
の
中
で
菓
子
屋
と
弟
の
領
事
と
は
親
し
く
交
際
す
る
が
、
他
は
つ
き
あ
っ
て
い
な
い
。
最
近
へ
弟
の
部
屋
の
上
に
得
体
の
知
れ
ぬ
人
間
が
引
越
し
て
来
た
。
官
殊なタガを談めようと試みるところに生じた糺れきに苦しんだため
ではないかＶと述べるが、これはテクスト⑧についての問題である。
あるいはこれも目以下が書かれなかったことの理由に挙げうるかも
知れないが一応は当初の構想に戻ってスタートしたと考えられる芙
美子がスタートまもなく、ギブアップするはずもない。何か他に理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
なお、「創作ノート」は十三年九月の発表だから、そこに述べら
れていることはすでに「後章目」以下の投榔を決意した芙美子の見
解とも考えられる。つまり、その内容はテクスト⑧に関してのもの
だけでなく、「後章Ｈ」をも含む作品世界について叙述したのだと
い
う
こ
と
で
あ
る
。
吏はここに十年住んでいるが、五年前、妻（ゲルダ）と離婚した。
妻とは年がかなり違うが、間にできた娘も大きくなったので自分は
もはや必要ないと考えて離婚したのだ。官吏は五年間の楽しい思い
出に耽りながら孤独な生活をそれなりに楽しんでいる。得体の知れ
ない人間とは別れた妻とその夫であった。妻は前夫がとっくに引越
していると思ってここに住むことにしたのだと言う。しかし、現在
の夫は歌手くずれで今は部屋に人を集めてはバクチに興じている。
挙句に菓子屋の娘と遁走した。領事とばったり会った妻は彼に励ま
されて官吏と会い、助けを求めるが、前夫の態度はつれない。懸命
に媚を売る妻はしまいに彼にもう一度やり直そうともいう。そうい
う彼女を相手にせず〈気の毒なゲルダノ・〉を連発するばかり。結局、
夫の遁走は失敗し、菓子屋の娘も無事、戻って来る。ゲルダは娘と
二人で田舎へ引込むことにする。官吏は一騒動あったこの家から出
て行くことを決意する。
以上のような内容のこの戯曲はまず退職官吏の性格設定に魅力が
あると言えよう。くすべての人間に対して局外者の立場を取ってい
るので、ある距離が置かれてるわけざ、そうした距離があるので、
わしたちは互いに相手をよりよく見るということになる〉という考
え方は複雑な家庭環境に育ち、その後も種々の生活体験を経て来た
芙美子にとって理想の境地であったろう。また、それと対照的にな
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
男
に
向
か
っ
て
行
く
ゲ
ル
ダ
の
気
持
ち
も
ま
た
彼
女
に
し
て
み
れ
ば
同
感
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
それはさておき、右のような内容展開に伴って叙述される稲妻の
描写が非常に効果的である。〈おや、稲妻がしましたよノおや、ま
た。……稲妻だけですわノ・雷が聞えません〉と最初に描写される辺
2６
りは、菓子屋や官吏、領事が出て行った妻の噂をする辺り。まもな
く、ゲルダと領事がばったり会い、いよいよ話の中心へ進もうとい
う時に、〈そのとき、強い稲妻が二人の姿を照し出す〉と叙述され
る。領事の勧めでゲルダが官吏と会う直前、官吏は母親に電話する
ところがあり、その中で〈さっき雷が鳴りましたよ、頭の真上でね、
でもどこへも落ちませんでしたよノ・〉とある。とうとう二人が再会
し、娘の救出を依頼された官吏が最初は渋っていたものの終に承諾
し、そのことを領事に頼む。ゲルダと領事が出かける時、〈雨が降
ってますわ、傘を貸して頂戴。〉と言う。この辺りまで事件の進展
に伴って稲妻と雨が背景に効果的に使用されている。とすれば、雨
がまもなくやむというのは、事件の急な解決を暗示していることに
なる。事実、その通りになる。全てがうまく行って、ゲルダが田舎
へ戻るという報らせを受けた後の次の会話はきわめて象徴的と言わ
菓
子
屋
ほ
ん
と
に
、
せ
い
せ
い
し
ま
し
た
ノ
・
こうしてみると「稲妻」というネ１ミングが実にぴったりしてい
ることに感心する。林芙美子が〈稲妻の景色に私は随分刺激された〉
と述べたのは以上のようなことを意味すると考えられる。ストリン
ドベリイ『稲妻』を読んだ彼女は作中における稲妻の効果的配置を
自
作
に
も
生
か
そ
う
と
考
え
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
ま
で
借
用
し
た
ざるをえない。出て
来
る
だ
ろ
う
よ
ノ
領
事
い
い
雨
だ
っ
た
な
ノ
主
人
ほ
ん
と
に
晴
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
ね
。
や
が
て
お
月
さ
ま
も
菓
子
屋
（
ま
た
出
て
来
る
。
空
を
己
てしまったらしいですね。
空
を
見
上
げ
て
）
あ
ら
し
も
通
り
過
ぎ
のである。テクスト⑧の〈稲妻〉あるいは〈雷〉が物語の進行に深
く関係する意味を付与された背景には「創作ノート」で述べ今ま
でふれて来たような事情があったと考えられる。
注
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
』
（
国
会
図
書
館
編
、
昭
弘
量
間
書
房
刊
一
に
鋲
れ
ぱ
「
稲
妻
』
は
次
緬
翻
訳
が
出
て
い
る
ｌ
①森鴎外訳（大４）②森鴎外訳（大里③小宮豊隆訳（大垣『ス
トリンドベルグ全集』６）④小宮豊隆訳（昭２岩波文庫）⑤小
宮豊隆訳（昭３『近代劇全集』３）⑥森鴎外訳（昭７『世界名
作文庫』）。以上が林芙美子「稲妻」執筆以前のものである。
（金沢大学助教授）
２７
